平成24年度当初予算　　　支出科目　款：商工費　項：商工費　目：商業振興費
	事業名: アクティブＧ施設管理費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　
　　　　　　　　商工労働部　商業流通課　商業担当　電話番号：058-272-1111（内3143）

　　　　　　 E-mail：c11359@pref.gifu.lg.jp
	事業費

	


　要求額：130,726千円（前年度予算額：131,852千円）

	事業内容


	１　事業の内容


　アクティブＧに係る施設管理経費
（1） ＪＲ岐阜駅高架下空間使用料
　　　　　　アクティブＧに必要なＪＲ岐阜駅高架下空間の使用について、高架下空間使用契

約書に基づき名古屋ステーション開発株式会社へ使用料を支払う。

（2） 県有資産等所在市町村交付金

　　　 国有資産等所在市町村交付金法に基づき、アクティブＧの所在する岐阜市に固定
資産税相当の交付金を交付する。
	２　所要経費


（1） ＪＲ岐阜駅高架下空間使用料　108,965千円
（2） 県有資産等所在市町村交付金　 21,761千円

	これまでの取組と成果


	１　長期構想上の位置付け


Ⅱ ふるさと岐阜県の資源を活かした活力づくり
４. 人が集まり、経済が循環する、拠点性の高い地域をつくる

　 ・県都岐阜市の玄関口であるＪＲ岐阜駅周辺のにぎわい創出を支援する
	２　これまでの取組状況


岐阜市、ＪＲ東海に先駆け、アクティブＧという特徴的な文化産業複合施設をオープンしたことにより、これまで進捗が見られなかったＪＲ岐阜駅周辺の再開発事業の‘呼び水’となり、新しい施設が次々と誕生している。このように都市機能の充実が図られ、都市に活気をもたらすとともに、新しくデザインされた景観により、県都の玄関口のイメージ向上に寄与している。
	３　これまでの取組に対する評価


アクティブＧは森ビル都市企画株式会社への建物一括貸し付けという公設民営方式により運営を行っていることから（賃貸期間：H12.7.1～H33.3.31)、民間独自の発想・手法よって、アクティブＧ内のテナントスペースはほぼ全て埋まっている。またクラフトフェア等の集客効果のあるイベント開催により、賑わいづくりに貢献しておりアクティブＧの入館者数、売上額とも概ね前年並みで推移している。

	１月２０日時点の査定額の考え方


	決定額の考え方


	要求額の財源内訳（単位：千円）
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